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研究成果の概要： 
本研究で申請者は真空中で動作する簡易ツルーイング装置を試作した．本装置は，真空チャ

ンバー内で石英工具円板と電着工具を回転させ、定圧で接触させることができる．本装置を用
いてツルーイングを施したダイヤモンド砥粒電着工具により，超硬合金（K 種）を被削材とし
た研削実験を実施した．ツルーイングを行っていない工具の研削面粗さ 29nmSa に対して，ツ
ルーイングを行った工具は 17nmSa の良好な研削面を獲得した．ツルーイングの条件（研磨速
度、接触圧力）などは今後も検討の余地があり，今後の研究により更なる工具の高度化が期待
できる．本装置による研究成果は学会発表 1 件と卒業研究 2 件にまとめられ，来年度以降も継
続される． 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
ダイヤモンド砥粒（超砥粒）を有した電着砥石は精密金型の仕上げ加工に用いられ，一般の

量産製品の品質を左右する工具である．砥粒が非常に硬く，砥粒の突き出し高さを調整する操
作（ツルーイング）が困難である．現状では同程度の硬さを有する砥粒を用いて研削加工する
方法が現場では行われているが，砥粒のダメージが大きく，工具寿命を犠牲にしている．試作
した本装置は工具として石英を使用しており，工具砥粒にダメージを与えることがない．ツル
ーイングを行う雰囲気を真空にするという試みは過去に例がない．本研究の手法が実用化され
れば，研削仕上げ面の表面性状と，工具寿命の向上が同時に実現され，製造業全体が恩恵を享
受できる． 
 
研究分野：精密加工 
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１．研究の目的 
本研究の目的は，真空中で動作する超砥粒軸付砥石用ツルーイング装置を開発することであ

る．申請者は高等専門学校の技術職員として，機械加工技術の指導，及び加工学研究の技術支
援を行っている．技術支援の中で，申請者らは真空研磨装置を開発した．真空研磨装置とは，
真空雰囲気の中で石英工具によりダイヤモンドを研磨する装置である．本装置は，ダイヤモン
ド材料に対して高効率な加工が可能である．申請者はこの装置の応用技術として，超砥粒軸付
砥石のツルーイングが開発できると考えた．ツルーイングとは，砥粒の突き出し高さを揃える
操作のことである．ツルーイングにより工具は高度化され，超平滑な研削面を獲得することが
可能である． 
 
２．研究成果 
申請者が本研究で試作したツルーイング装置を図 1 に示す．図 2 に本装置の模式図を示す．

本装置は軸付電着砥石のツルーイングだけではなく，様々な試料を取付け，真空雰囲気中で石
英工具による乾式研磨を行うことができる．また，ガラスドームの中でツルーイングや研磨を
行うので，加工中の観察もしやすく，学生の教育にも使用できる．本装置のツルーイングの効
果を確認するために超硬合金（K 種）に対して研削実験を行った．研削実験の結果として，研
削面の面粗さを図 3 に示す．本研究は，ダイヤモンドや CBN などの超砥粒砥石のツルーイン
グという，非常に困難な課題に対するブレークスルーになる．硬いダイヤモンドを使ったツル
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ーイングでは砥粒にダメージを与えてしまう．柔らかい石英工具によるツルーイングはこれま
でも試みられているが，大気中では石英工具が摩耗してしまい，精密なツルーイングができな
い．本装置を開発したことにより，研磨速度と研磨圧力を小さくした状態での精密なツルーイ
ングが可能となり，工具の高度化が達成されたと考えている．本研究の軸付砥石を用いた基礎
実験の成果は，大型の超砥粒砥石にも応用ができると考えている． 
 

 

 

図 1 開発したツルーイング装置 図 2 ツルーイング装置模式図 
  

 

図 3 研削面の面粗さ（計測範囲 186×140µm） 
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